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1. a ∈ Rnと b ∈ Rを固定し，変数ベクトル x ∈ Rnとの内積に定数を加えて T (x) = aTx+ bと
した T : Rn −→ R写像を定義する．この写像は線形写像であるか．線形写像である場合は定義
を用いて示せ．そうでない場合は理由を述べよ．

2.

A =

 −3 −2 1

0 −1 2

1 2 −3

 B =

 −4 9 3

5 8 1

−1 −4 −6


としたとき，A,B,5A,A+Bのランクを求めよ．（答えだけではなく，どのように求めたかも明
記せよ．）

3. a,a1,a2, . . . ,ak ∈ Rnが与えられ，a1−a,a2−a, . . . ,ak−aが線形独立であるとき，a,a1,a2, . . . ,ak

はアフィン独立であると呼ばれる．a,a1,a2, . . . ,akが線形独立であれば a,a1,a2, . . . ,ak ∈ Rn

がアフィン独立であることを示せ．

4. a·1,a·2, . . . ,a·n ∈ Rm とし，a·1,a·2, . . . ,a·r は線形独立，また，任意の i ≥ r + 1に対して，

a·1,a·2, . . . ,a·r,a·iは線形従属であると仮定する．この時，線形方程式系
n∑

j=1

a·jxj = bが解を

もつための必要十分条件は，線形方程式系
r∑

j=1

a·jxj = bが解をもつことであることを証明せよ．
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